
田
中
は
じ
め
市
議
は
11
月
議
会

の
一
般
質
問
で
、
水
害
時
の
災
害

対
策
本
部
に
つ
い
て
、
執
行
部
の

見
解
を
質
し
ま
し
た
。

田
中
市
議
は
、
防
災
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
・
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
想
定
す

る
大
雨
の
際
、
①
市
庁
舎
及
び
周

辺
道
路
の
状
況
、
②
市
庁
舎
周
辺

が
通
行
不
能
の
場
合
、
災
対
本
部

の
設
置
場
所
、
③
災
対
本
部
設
置

場
所
を
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
上
で
定
め

て
あ
る
か
を
問
い
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
永
田
明
夫
防
災
安

全
部
長
は
「
①
市
役
所
敷
地
内
で

最
大
２
・
１
ｍ
の
浸
水
、
周
辺
道

路
も
利
用
で
き
な
い
予
測
。
②
水

害
に
限
ら
ず
市
庁
舎
で
災
対
本
部

機
能
が
維
持
で
き
な
い
場
合
、
消

防
本
部
、
公
営
企
業
庁
舎
、
支
所

の
順
に
機
能
を
移
転
。
③
事
態
の

進
展
に
応
じ
適
切
に
判
断
。
」
と

答
弁
し
ま
し
た
。

田
中
市
議
は
、
建
設
が
計
画
さ

れ
て
い
る
市
役
所
新
庁
舎
の
場
合
、

①
庁
舎
フ
ロ
ア
、
②
地
下
駐
車
場
、

周
辺
道
路
の
状
況
を
質
し
、
③
新

庁
舎
で
は
災
対
本
部
は
移
転
せ
ず

活
用
す
べ
き
と
主
張
し
ま
し
た
。

松
浦
正
敬
市
長
は
、
「
①
新
庁

舎
１
Ｆ
フ
ロ
ア
は
浸
水
し
な
い
計

画
。
②
地
下
駐
車
場
は
止
水
板
、

排
水
ポ
ン
プ
等
で
浸
水
を
極
力
防

ぐ
。
重
要
な
機
械
設
備
は
地
下
に

設
置
し
な
い
。
道
路
や
平
面
駐
車

場
の
完
全
な
浸
水
防
止
対
策
は
困

難
。
」
と
回
答
、
永
田
部
長
は

「
③
新
庁
舎
の
場
合
は
災
対
本
部

を
移
転
し
な
い
の
が
望
ま
し
い
が
、

不
測
の
事
態
を
考
慮
し
、
機
能
移

転
の
検
討
も
必
要
」
と
回
答
し
ま

し
た
。

橘
祥
朗
市
議
は
11
月
議
会
で
、

市
役
所
な
ど
職
場
で
の
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
対
策
に
つ
い
て
、
「
神
戸
で

の
教
員
間
で
の
パ
ワ
ハ
ラ
、
セ
ク

ハ
ラ
問
題
が
世
間
を
驚
か
せ
た
。

島
根
県
で
は
５
年
前
か
ら
県
職
員

を
対
象
に
調
査
を
行
っ
て
い
る
と

聞
く
、
松
江
市
で
は
ど
う
か
。
相

談
窓
口
は
あ
る
と
聞
く
が
、
安
心

し
て
相
談
で
き
る
体
制
と
な
っ
て

い
る
の
か
。
性
の
多
様
性
を
尊
重

す
る
時
代
と
な
っ
て
い
る
、
ジ
ェ

ン
ダ
ー
な
ど
、
パ
ワ
ハ
ラ
・
セ
ク

ハ
ラ
な
ど
の
学
習
・
研
修
の
充
実

を
」
と
質
問
し
ま
し
た
。

講
武
直
樹
総
務
部
長
は
「
ア
ン

ケ
ー
ト
は
行
っ
て
い
な
い
、
安
心

し
て
相
談
で
き
る
体
制
と
な
っ
て

い
る
と
思
う
。
実
態
把
握
に
つ
い

て
は
検
討
す
る
。
多
様
化
・
複
雑

化
す
る
人
権
問
題
に
つ
い
て
、
正

し
い
理
解
と
認
識
を
深
め
る
た
め

に
研
修
の
充
実
を
図
る
」
な
ど
答

弁
し
ま
し
た
。

続
け
て
橘
市
議
は
、
ガ
ス
局
の

労
使
間
の
現
状
に
つ
い
て
、
「
ガ

ス
局
で
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
や
労
使

間
の
不
正
常
な
状
態
が
あ
る
と
聞

く
。
ガ
ス
の
民
営
化
を
急
ぐ
あ
ま

り
、
幹
部
の
強
権
的
対
応
が
あ
っ

た
の
で
は
な
い
か
。
民
営
化
に
対

す
る
職
員
へ
の
説
明
は
誠
実
に
行

わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
安

心
し
て
勤
務
で
き
る
職
場
環
境
を

作
る
こ
と
が
幹
部
の
責
任
」
、
と

追
及
し
ま
し
た
。

渡
部
厚
志
ガ
ス
局
長
は
「
労
使

間
の
問
題
は
、
労
働
協
約
に
基
づ

い
て
対
応
し
て
い
る
。
民
営
化
が

原
因
で
の
強
権
的
対
応
は
承
知
し

て
い
な
い
。
民
営
化
に
つ
い
て
正

確
な
情
報
を
伝
え
、
職
場
環
境
の

充
実
を
図
る
」
、
な
ど
答
弁
し
ま

し
た
。
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市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ

た
、
２
０
２
０
年
度
、
松
江
市
へ

の
予
算
要
望
の
主
な
内
容
を
紹
介

し
ま
す
。
な
お
、
回
答
に
つ
い
て

は
順
次
紹
介
し
ま
す
。

◇
避
難
所
と
し
て
使
用
さ
れ
る
学

校
体
育
館
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
を
。

◇
通
学
路
沿
い
な
ど
、
個
人
住
宅

ブ
ロ
ッ
ク
塀
改
修
等
へ
の
補
助
を
。

◇
土
砂
災
害
な
ど
、
予
算
増
額
を

国
・
県
へ
働
き
か
け
を
。

◇
小
型
除
雪
機
の
自
治
会
等
へ
の

配
備
を
。

◇
美
保
基
地
の
軍
事
的
強
化
に
反

対
を
、
大
型
輸
送
機
Ｃ
２
の
部
品

落
下
再
発
防
止
を
。

◇
国
道
４
３
２
号
の
歩
道
整
備
の

促
進
を
。

◇
東
出
雲
以
東
の
高
速
無
料
化
を
。

◇
児
童
の
安
全
対
策
予
算
増
額
を
。

◇
意
宇
川
の
護
岸
整
備
や
浚
渫
を
。

◇
中
海
・
宍
道
湖
サ
イ
ク
リ
ン
グ

ロ
ー
ド
整
備
に
向
け
て
、
危
険
個

所
の
改
善
を
。

◇
住
宅
・
店
舗
リ
フ
ォ
ー
ム
、
耐

震
改
修
工
事
等
の
助
成
制
度
新
設

や
拡
充
を
。

◇
八
束
町
の
ボ
タ
ン
、
薬
用
ニ
ン

ジ
ン
な
ど
各
地
域
の
特
産
づ
く
り

へ
の
支
援
強
化
・
継
続
を
。

◇
地
域
振
興
・
ま
ち
づ
く
り
へ
、

人
的
・
予
算
な
ど
の
支
援
強
化
を
。

◇
地
産
地
消
の
さ
ら
な
る
拡
大
を

◇
宍
道
湖
・
中
海
の
水
質
改
善
と

地
域
振
興
の
取
り
組
み
強
化
を

◇
幼
稚
園
・
保
育
園
の
給
食
パ
ン

に
、
１
０
０
％
安
全
な
県
産
小
麦

を
。

◇
有
害
鳥
獣
対
策
、
捕
獲
員
増
員

や
捕
獲
助
成
金
の
対
象
拡
大
を
。

◇
車
い
す
で
生
活
で
き
る
住
宅
拡

充
な
ど
、
市
営
住
宅
の
確
保
を
。

◇
老
朽
化
対
策
や
ド
ア
ホ
ー
ン
設

置
で
、
住
み
や
す
い
環
境
を
。

◇
保
証
人
な
し
で
の
入
居
対
策
を

◇
国
保
料
の
引
き
下
げ
の
た
め
に
、

①
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
や

基
金
の
取
り
崩
し
、
②
国
に
対
し

て
国
費
１
兆
円
投
入
の
働
き
か
け
、

③
「
均
等
割
り
」
「
平
等
割
」
廃

止
・
減
免
な
ど
の
取
り
組
み
を
。

◇
子
ど
も
の
医
療
費
、
中
学
卒
業

ま
で
無
料
に
。

◇
就
学
援
助
の
対
象
項
目
の
拡
大

と
支
給
時
期
の
前
倒
し
を
。

◇
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
対
象
を
、

国
指
針
の
６
年
生
ま
で
に
．

◇
保
育
園
待
機
児
童
の
解
消
を
。

◇
保
育
士
の
処
遇
改
善
と
、
職
員

配
置
基
準
の
見
直
し
を
。

◇
低
所
得
世
帯
や
生
活
保
護
世
帯

に
福
祉
灯
油
の
支
給
を
。

◇
運
転
免
許
返
上
者
へ
の
支
援
制

度
と
７
０
才
以
上
へ
の
バ
ス
代
半

額
補
助
制
度
の
復
活
を
。

◇
低
所
得
者
、
生
活
保
護
世
帯
へ

無
料
入
浴
券
の
支
給
を
。

◇
無
料
ゴ
ミ
袋
、
配
布
対
象
拡
大

を
。

◇
基
金
の
と
り
く
ず
し
、
一
般
会

計
か
ら
の
繰
り
入
れ
な
ど
で
、
保

険
料
引
き
下
げ
を
。

◇
保
険
料
未
納
者
へ
の
「
差
押
さ

え
禁
止
財
産
」
の
差
押
さ
え
中
止

を
。

◇
介
護
職
員
の
処
遇
改
善
を
。

◇
地
域
づ
く
り
や
災
害
対
応
の
た

め
、
支
所
体
制
の
維
持
、
充
実
を
。

◇
新
庁
舎
建
設
に
際
し
て
、
市
民

生
活
に
直
結
す
る
窓
口
を
、
わ
か

り
や
す
く
利
用
し
や
す
い
場
所
に
。

水
害
時
の
災
害
対
策
本
部
に
つ
い
て

田
中
は
じ
め
市
議
の
一
般
質
問
②

田中 肇
市議会議員

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
、
ガ
ス
局
の
労
使
間
の
現
状
は

橘
祥
朗
市
議
の
一
般
質
問
②

橘 祥朗
市議会議員

市
民
の
願
い
実
現
に
向
け
て

２
０
２
０
年
度
の
予
算
要
望
の
内
容
は
・
・

防
災･

ま
ち
づ
く
り

土
木

産
業
振
興

市
営
住
宅

国
保

子
育
て
・
教
育

福
祉
・
市
民
生
活

介
護
保
険

庁
舎
・
施
設
管
理
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松
江
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委
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会
委
員
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・
橘
祥
朗


